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 論文題名 
Influence of XRCC4 expression in breast tumor cells on ipsilateral tumor 




   早期乳癌術後放射線治療を施行された症例における DNA 二重鎖切断修復機構に関
わる蛋白の発現と、乳房内再発等の治療効果との関連性を評価する。                                       
   また、乳房内再発を True Reccurence と New Primary に分類し、DNA 二重鎖切断
修復機構に関わる蛋白の発現との関連性について評価する。                                      
   
 研究方法   
   1996 年から 2005 年に術後放射線治療を行った早期乳癌症例について、患者背景・
治療方法・治療成績を検討した。また、術後病理標本を用いて、非相同末端結合修復
に関与する蛋白（XRCC4、Ku70）について免疫組織染色を施行し、これらの蛋白の
発現率を乳房内再発に関わる臨床因子と比較解析した。                                       
   
研究成績及び考察 
   XRCC4 高発現群は低発現群と比較し、高い乳房内再発率を有した。また、True 
Reccurence は XRCC4 低発現群と比較し高発現群で生じていたが、New Primary は
XRCC4 との関連性は認められなかった。                                     
 
結論 
   乳房内再発のうち真の再発である True Reccurence は XRCC4 高発現に関連し、腫
瘍細胞の放射線低感受性に起因する可能性がある。                                        
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本研究により、DNA 二重鎖切断修復に関わる蛋白である XRCC4 の発現率が、乳癌に対
する術後放射線治療後の照射野内乳房内再発と相関がある可能性があることがわかった。
また、XRCC4 は乳房内再発のうち True Recurrence での発現に相関し、放射線低感受性に
関連している可能性があることがわかった。照射野内乳房内再発の違い、True Recurrence
と New Primary では放射線感受性が異なる可能性がある。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員全員から評
価をいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
